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症例数を 35 症例と設定し，前向きに症例を集積した．主要評価項目を治療後 1 年以
内の Gr2 以上の放射線肺臓炎の発症頻度とし，副次的評価項目を，有害事象の発症頻
度，局所制御率，及び生存率とした．有害事象は CTCAE ver4.0 を用いて評価した． 
本研究では，処方線量は IC 処方 70Gy/4fr とし，その 70%等線量曲線が PTV 辺縁に
一致する線量分布とした．治療後のフォローは胸部 CT を 3 ヶ月毎に施行し，再発の
疑いがある場合には，FDG–PET 等を参考に判定を行った．2014 年 9 月～2016 年 1 月
までに 35 症例の登録を終了し，全生存例で 1 年以上の経過フォローを行った．年齢
中央値は 77 歳，男性 23 例/女性 12 例，原発性肺癌 32 例/転移性肺癌 3 例であった． 
原発性肺癌症例の病期は cT1a 15 例/T1b 11 例/T2a 6 例であった．主要評価項目であ
る 1 年以内の放射線肺臓炎は Gr2 を 11.4% (4 例)で認めたが，Gr3 以上の放射線肺臓
炎は認めなかった．Gr2 の肋骨骨折を 14.3% (5 例)で認めたが，他 Gr3 以上の有害事
象は認めなかった．局所再発は 1 例認めたが，転移性肺癌からの再発であり，原発性
肺癌 32 例からの局所再発は認めなかった．観察期間中央値は 21.2 ヵ月，2 年局所制



















の増加なく，局所制御率の改善が期待された．そこで，主要評価項目を 1 年以内の 
Grade 2 以上の放射線肺臓炎とした前向きのパイロット臨床試験を実施した．その発
症頻度は 11.4%となり，これは従来照射法の報告と同等であった．その他重篤な有






したがって，本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める．  な
お，本学位授与申請者は，平成 30 年 2 月 13 日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け，合格と認められたものである． 
 
